
 

件  名  
学校職員の給与に関する条例及び会計年度任用学校職員の報酬等に

関する条例の一部を改正する条例案について  

提出理由  

 学校職員の給与に関する条例及び会計年度任用学校職員の報酬等

に関する条例の一部を改正する条例案について、埼玉県教育委員会

の権限に属する事務の委任等に関する規則第４条第１項の規定によ

り、別紙のとおり専決処理したので、同条第２項の規定により報告

します。  

概  要  

１ 専決処理した理由  

  改正条例案を県議会令和３年９月定例会に提案するため、緊急

に処理する必要があり、かつ、教育委員会の会議を招集するいと

まがなかったため。  

 

２ 専決処理の状況  

 ⑴ 専決処理した条例案  

   学校職員の給与に関する条例及び会計年度任用学校職員の報

酬等に関する条例の一部を改正する条例案  

 ⑵ 専決処理日  

   令和３年１０月５日  

 

３ 条例案の内容  

  別紙のとおり  

 

  （教職員課）  
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第
百
二
十
四
号
議
案 

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

（
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
）
の
一 

 

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
二
条
の
二
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
百
十
二
・
五
」
に
、
「
百 

分
の
百
七
・
五
」
を
「
百
分
の
九
十
二
・
五
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
百
分
の
百
二
十
七
・

五
」
を
「
百
分
の
百
十
二
・
五
」
に
、
「
百
分
の
七
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
六
十
二
・
五
」

に
、
「
百
分
の
百
七
・
五
」
を
「
百
分
の
九
十
二
・
五
」
に
、
「
百
分
の
六
十
二
・
五
」
を
「
百

分
の
五
十
二
・
五
」
に
改
め
る
。 

第
二
条 

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
二
条
の
二
第
二
項
中
「
百
分
の
百
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
百
二
十
」
に
、
「
百
分
の

九
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
百
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
百
分
の
百
十
二
・
五
」
を
「
百

分
の
百
二
十
」
に
、
「
百
分
の
六
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
六
十
七
・
五
」
に
、
「
百
分
の
九

十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
百
」
に
、
「
百
分
の
五
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
五
十
七
・
五
」
に

改
め
る
。 

 

（
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第

二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
条
第
三
項
中
「
別
表
」
を
「
第
五
条
及
び
別
表
」
に
改
め
る
。 

第
八
条
を
第
九
条
と
す
る
。 

第
七
条
中
「
前
四
条
」
を
「
前
五
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
し
、
第
六
条
を
第
七
条

と
し
、
第
五
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
期
末
手
当
の
支
給
の
特
例
） 

第
五
条 

第
三
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
期
末
手
当
の
額
は
、
学
校
職
員
給
与
条
例

第
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
四
月
一
日
に
お
い
て
施
行
さ

れ
て
い
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
算
出
し
た
額
と
す
る
。 

 
 

附 

則 

 

こ
の
条
例
中
第
一
条
及
び
第
三
条
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
第
二
条
の
規
定
は
令
和
四
年
四

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

令
和
三
年
十
月
六
日
提
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 

 
 

大 
 

野 
 

元 
 

裕 

2



   
 

 
 

 
 

提 

案 

理 

由 
令
和
三
年
九
月
九
日
付
け
で
埼
玉
県
人
事
委
員
会
か
ら
さ
れ
た
学
校
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
の

勧
告
を
踏
ま
え
、
学
校
職
員
の
期
末
手
当
を
改
定
等
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で

あ
る
。 
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学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

新
旧
対
照
表                                                         

第
一
条
関
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
傍
線
の
部
分
は
、
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 
 

行 
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例 

 

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例 

 

第
一
条
～
第
十
二
条 

（
略
） 

第
一
条
～
第
十
二
条 

（
略
） 

 

（
期
末
手
当
） 

第
十
二
条
の
二 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
百
分
の
百
十
二
・
五
（
教
育
職
給
料
表
㈠

又
は
教
育
職
給
料
表
㈡
の
適
用
を
受
け
る
学
校
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
る

も
の
（
第
十
二
条
の
五
に
お
い
て
「
教
育
四
級
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
百

分
の
九
十
二
・
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け

る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割

合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。 

一
～
四 

（
略
） 

３ 

再
任
用
学
校
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
百
分
の 

百
十
二
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
十
二
・
五
」
と
、
「
百
分
の
九
十
二
・
五
」

と
あ
る
の
は
「
百
分
の
五
十
二
・
五
」
と
す
る
。 

４
～
６ 

（
略
） 

 

（
期
末
手
当
） 

第
十
二
条
の
二 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
百
分
の
百
二
十
七
・
五
（
教
育
職
給
料
表

㈠
又
は
教
育
職
給
料
表
㈡
の
適
用
を
受
け
る
学
校
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
四
級
で
あ

る
も
の
（
第
十
二
条
の
五
に
お
い
て
「
教
育
四
級
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、

百
分
の
百
七
・
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け

る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割

合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。 

一
～
四 

（
略
） 

３ 

再
任
用
学
校
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
百
分
の 

百
二
十
七
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
七
十
二
・
五
」
と
、
「
百
分
の
百
七
・
五
」

と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
十
二
・
五
」
と
す
る
。 

４
～
６ 

（
略
） 

 

第
十
二
条
の
三
～
第
十
六
条 

（
略
） 

 

第
十
二
条
の
三
～
第
十
六
条 

（
略
） 

 

別
表
第
一
～
別
表
第
八 

（
略
） 

別
表
第
一
～
別
表
第
八 

（
略
） 
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第
二
条
関
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
傍
線
の
部
分
は
、
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 
 

行 

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例 

 

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例 

 

第
一
条
～
第
十
二
条 

（
略
） 

第
一
条
～
第
十
二
条 

（
略
） 

 

（
期
末
手
当
） 

第
十
二
条
の
二 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
百
分
の
百
二
十
（
教
育
職
給
料
表
㈠
又
は

教
育
職
給
料
表
㈡
の
適
用
を
受
け
る
学
校
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
る
も
の

（
第
十
二
条
の
五
に
お
い
て
「
教
育
四
級
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の

百
）
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
在

職
期
間
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得

た
額
と
す
る
。 

一
～
四 

（
略
） 

３ 

再
任
用
学
校
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
百
分
の 

百
二
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
十
七
・
五
」
と
、
「
百
分
の
百
」
と
あ
る
の
は
「
百

分
の
五
十
七
・
五
」
と
す
る
。 

４
～
６ 

（
略
） 

 

（
期
末
手
当
） 

第
十
二
条
の
二 

（
略
） 

２ 

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
百
分
の
百
十
二
・
五
（
教
育
職
給
料
表
㈠

又
は
教
育
職
給
料
表
㈡
の
適
用
を
受
け
る
学
校
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
る

も
の
（
第
十
二
条
の
五
に
お
い
て
「
教
育
四
級
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
百

分
の
九
十
二
・
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け

る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割

合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。 

一
～
四 

（
略
） 

３ 

再
任
用
学
校
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
百
分
の 

百
十
二
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
十
二
・
五
」
と
、
「
百
分
の
九
十
二
・
五
」

と
あ
る
の
は
「
百
分
の
五
十
二
・
五
」
と
す
る
。 

４
～
６ 

（
略
） 

第
十
二
条
の
三
～
第
十
六
条 

（
略
） 

 

第
十
二
条
の
三
～
第
十
六
条 

（
略
） 

別
表
第
一
～
別
表
第
八 

（
略
） 

別
表
第
一
～
別
表
第
八 

（
略
） 
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第
三
条
関
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
傍
線
の
部
分
は
、
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 
 

行 

 
 
 

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例 

 
 
 

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例 

第
一
条
・
第
二
条
（
略
） 

  

（
報
酬
等
） 

第
三
条
（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

報
酬
の
額
は
、
次
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
し
た
報
酬
の
基
本
額
及
び

そ
の
基
本
額
に
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第

三
十
三
号
。
第
五
条
及
び
別
表
に
お
い
て
「
学
校
職
員
給
与
条
例
」
と
い
う
。
）
第

九
条
の
二
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ

て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た

額
）
の
合
計
額
と
す
る
。 

４
～
８ 

（
略
） 

 

第
四
条 

（
略
） 

 

（
期
末
手
当
の
支
給
の
特
例
） 

第
五
条 

第
三
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
期
末
手
当
の
額
は
、
学
校
職
員
給

与
条
例
第
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
四
月
一
日
に

お
い
て
施
行
さ
れ
て
い
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
算
出
し
た
額
と
す

る
。 

 

第
六
条
・
第
七
条 

（
略
） 

  

（
支
給
） 

第
八
条 

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
前
五
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
常
勤
の
学
校
職
員
の
例
に
よ
る
。 

 

第
九
条 

（
略
） 

 

別
表 

（
略
） 

第
一
条
・
第
二
条
（
略
） 

  

（
報
酬
等
） 

第
三
条
（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

報
酬
の
額
は
、
次
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
し
た
報
酬
の
基
本
額
及
び

そ
の
基
本
額
に
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第

三
十
三
号
。
別
表
に
お
い
て
「
学
校
職
員
給
与
条
例
」
と
い
う
。
）
第
九
条
の
二
第

二
項
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
の
合

計
額
と
す
る
。 

４
～
８ 

（
略
） 

 

第
四
条 

（
略
） 

 

（
新
設
） 

     

第
五
条
・
第
六
条 

（
略
） 

  

（
支
給
） 

第
七
条 

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
前
四
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
常
勤
の
学
校
職
員
の
例
に
よ
る
。 

 

第
八
条 
（
略
） 

 

別
表 

（
略
） 
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学校職員の給与に関する条例及び 

会計年度任用学校職員の報酬等に関する条例の 

一部を改正する条例の概要 

 

１ 趣 旨 

  令和３年９月９日付けの埼玉県人事委員会の職員の給与についての勧告

を踏まえ、学校職員の期末手当を改定等するものである。 

 

２ 内 容 

（１）学校職員の給与に関する条例の一部改正 

   期末手当の支給割合の改定 

    期末・勤勉手当 支給割合（年間）4.45月 → 4.30月（▲0.15月） 

   ア 令和３年１２月期の期末手当 

     1.275月 → 1.125月 

   イ 令和４年度以降の期末手当 

     ６月期及び１２月期の期末手当 それぞれ1.20月 

 

（２）会計年度任用学校職員の報酬等に関する条例の一部改正 

   期末手当の支給割合の改定 

    令和４年度以降の期末手当（年間）2.55月 → 2.40月（▲0.15月） 

 

３ 施行期日 

  公布の日から施行する。ただし、２（１）に係る令和４年度以降の期末

手当の支給割合は令和４年４月１日から施行する。 
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